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1. は　じ　め　に

2001年度第１回研究集会（７月７日(土)早稲田大学喜久

井校舎）にて講演された壬生氏のチーム指導方法をまとめ

るとともに，壬生氏の指導が，岡谷工業高校という競技ス

ポーツ集団のマネジメントにどのように影響を与えている

かについて検討した。

2. 岡谷工業高校における指導実践

【勝てるチーム作りに関しての基本的概念】

(1) 組織運営の基本となる三本柱

自分が現場で指導していて，チームは，小さいとはいえ

組織だと考えています。組織であるからには，組織の運営

原則というのがあります。

バレーボールにおける組織運営の原則として「愛情・教

育・管理」の３つがあって，この３つがバランス良く保た

れていないと組織が上手く運営できません。

(2) 勝利を生むサイクルの概念図

指導者が，どのように勝利を生む気持ちのサイクルを作

れるのか。

指導者の情熱・熱意が，選手への愛情に変わり，愛情が，

研究すること，工夫すること，実践することにつながり，

進歩・向上・勝利・優勝に結びつき，その結果，感動・喜

び・反省が生まれ，自分自身が人間的に成長し，次の意欲

が生まれて，情熱・熱意に返ってきます。このサイクルが

繰り返されて，強くなっていくと思います。

この中で特に大事なのは工夫・研究・勉強することで

す。愛情はみんな持っています。情熱もあります。それを

現場におろすときに，熱意や厳しさだけになってしまうと，

勝てるチームが作れない。それをすごく感じています。

勉強する機会とか時間がなくて，さらに，みなさんがこ

うやって，学会で勉強されていることが，現場に降りてく

ることが少ない。現場の指導者は，全般的に勉強不足で，

もっと勉強するべきだと思いますし，勉強する機会が，こ

の学会の活動などと融合して欲しいと感じます。

私自身，アンテナを高くして勉強する機会を逃さないよ

うにつとめています。

【具体的な運営・指導法】

(1) 指導方針

指導方針として，人づくり，チームづくり，サポーター

システムという３つがあります。

①人づくり

まず，人づくりですが，人間をつくってこそ勝てるとい

うのが，自分の中での結論です。本校では意識改革が一番

の武器で，意識改革によって，他の高校が何気なく流して

いる部分にスポットをあてて，観点を変えて考えさせて強

くしていく。それが私のバレーです。

条件はそれほど変わりません。練習時間も一緒，やって

いることも変わらない。その中で，なぜ強い弱いが生じて

いるのか，見る観点の違いが大きいのです。

1) 体育館・コート内の考え方

最近の傾向として，コートに監督と選手が一緒にいる時

間は一生懸命やる。終わってしまうと，監督も選手も自分

の時間になる。けじめがはっきりしているのが今の時代の

特徴です。それはそれでいいのかもしれませんが，わたし

のところでは，それでは勝てないと感じています。コート

を離れた部分での意識改革，自分の生活の何％，何割まで

をバレーにかけることが出来るか。これを徹底して話をし

て，わかってもらうようにします。新入生に話をしても，

だいたい夏過ぎまではわからないです。

本校では，新入生は意識変革が出来てから，コートに立

たせます。それがわからないうちは，どんなに厳しい練習

をしても，どんなにいい練習をしても，吸収する素地がな

いわけですから，付け焼き刃で終わってしまいます。
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2) 意識改革

意識変革は，ボールを持たせるよりも大事なことです。

最初は管理から入ります。「こういう約束がある」「髪の毛

は坊主」「帰宅時間は何時」「携帯は禁止」「男女交際も禁止」

「服装はこれを着てこい」。いろいろな規約から入ります。

生徒は，最初は規制で管理されているのですが，やって

いるうちに勝つために必要なことだってわかってきます。

そうなると，「やらされている」が「やる」になります。

最初は管理で仕方ない。「I must」何々しなければいけ

ない。何々せねばならない。そういう管理的な発想でスタ

ートします。それがだんだんわかってくるにつれて，「I

wish」「I want」になります。こういう意志が入ったとき

に意識変革の第一段階が達成できたとみます。

勝つために，自分たちでこうしなければいけないと変わ

ってくる。そうすると，技術は当然変わります。

昔は怒ってチームを作るというか，やらせてきました。

今はそこがずいぶん違います。昔と違って，今のバレーは

やらされているバレーでは絶対に勝てません。

教わった技術は所詮メッキです。メッキは，大事なとき

にはがれてしまいます。僕らも教えた方が楽です。「サー

ブレシーブはそうじゃなくて，こうするんだよ」と，教え

てできるようになれば，私も満足しますし，生徒もできた

と思う。ところが，肝心なときにそのサーブレシーブをは

じいて終わってしまう。

そういうことを繰り返してきて，「なぜか」と考えてき

て，たどり着いた結論が，所詮，それは作られたものだと

いうことです。生徒自らが得たものではなかったのです。

土壇場で勝敗を分けるときに出る技術は子供が自ら失敗

し，体験し，悩み，身につけた技術なのです。自分たちで

考え，苦しんだ技術が，いざここ一本で出るのです。

今は，教える部分をできるだけ排除して，子供たちが自

ら考えて身につけるようにしています。それをやるために

は，指導者自身がずいぶん根気よくならなければならない。

根気がいる。時間がいる。その時間を自分で破棄したら，

競ったゲームでミスして負けます。それを何度も繰り返し

てきました。「なんで，これだけいいバレーができて，大

事なときに勝てないのだろう」そういう悩みをいつも持っ

ていて，たどり着きました。

3) 試合と練習について

試合と練習については，いかに試合の時に練習だと思っ

てできるか，いかに練習の時に試合だと思ってできるか。

この距離をいかに近くすることができるか。これは非常に

難しい問題です。ここが解決できないことには練習のため

の練習になってしまいます。

試合になったら練習の成果が出ないということになって

しまいます。ここがうまく近づいてくると，練習は時間で

はなく，中身で勝負できるようになります。

岡谷工業というチームは練習で勝っていくチームです。

素質で勝っていくのではなく，練習で積み上げたもので勝

っていくチームです。ですから練習についてはものすごく

勉強するし，工夫するし，アレンジし，考えます。それを

試合に結びつけることがものすごく大事だと思っています。

子供たちの力を付けてやるのではなく，子供たちの力が

伸びてくるのを待つというのができるようになりました。

それが今の強さになっていると思います。練習と試合の

感覚や発想もそこから生まれてきたものです。

「自主工夫の意識」というのが，そういうものです。

「目的と目標の違い」というのは，新入生の入部説明会

で親に毎年必ず言うことなのですが，「目標は何？」って

聞くと，日本一になりたいとか，ユニフォームをもらいた

いとか，いろいろな目標があります。

岡谷工業には毎年，14, 5人部員が入ってきます。6, 7名

が自らスカウトした選手，残りの半分がとにかく岡谷でバ

レーがやりたいと来た子供たちです。

その２つの層の子たちが一緒に入ってくるので，隔離し

てやるわけにはいきません。子供たちには所属の欲求という

のがあります。強いチームに属していたいという欲求です。

個人目標はそれぞれ違っていいと，チームの目標は強い

ときも弱いときも日本一だと，では，目的は何だろうとい

う話をします。

親も子も目標と目的の区別が付かないのです。目標と目

的が一緒なのはプロ集団だと考えています。

目標は高いところの横軸です。目的は目標に至るまでの縦

軸なのです。教育の現場でクラブ活動としてやっている以上

は，目標を目指してがんばっていく中で，人間的に成長した

り，他人の痛みがわかったり，感謝することができたり，自

分を殺してヒトのためにやることができたり，そういうこと

がわかって，人間的に成長することができるのが目的です。

目標達成できるかは，その年によりますし，目標達成の

約束はできません。だけど，目標を達成する過程の中で，少

なくても目的は達成して，お返しすることはできると思いま

す。目的が達成できなければ，私の負けですと話をします。

その目標と目的の区別がはっきりしないうちは，なんで

自分だけとか，自分の子供だけとかという考えも出てきて

しまいます。岡谷工業の３年間で成長して欲しいんだとい

うことを理解してもらって，部活動がスタートします。

この辺の意識改革ができるから他のチームに勝てるのだ

と思います。

岡谷にはいい選手がいっぱいいるといわれることもあり

ますが，決してそうは思っていません。スタート時の選手

をみてもらえればわかります。それが今のような顔つきに

なり，輝きを持つようになるのは，選手が自分で自分を変

えていったからだと，優勝したときだって，技術的なもの

は日本で一番ではなかったかもしれません。技術を支える

精神力とか，気持ちとかが一番だったから勝ったのだと思

っています。

②チーム作りの指導方針

県内選手による手作りチームの日本一。これが私の夢で



した。優勝したあと，初めて石川県から岡谷のバレーに憧

れて，一人来ています。県外まで行って，スカウトしたわ

けではありません。

長野県の選手だけで，相手の個に対しては組織で，技術

で足りない部分は精神で，そこに科学的なものを導入して

勝ち抜いていきたいというのは基本的には変わりません。

全日本選手になれる選手がいないのは残念でもありますが，

大砲とか，スーパースターとかがいなくても勝てるというの

が，チーム作りの面白さでもあり，秘訣だと考えています。

チーム作りは石垣づくり，ブロック塀ではなく，お城の

石垣づくりだと考えています。ブロック塀は，見た目はき

れいですけど，地震ですぐに崩れてしまう。城の石垣は，

見た目はでこぼこしていますし，水も漏れますが，多少の

ことではがたがたしない。それがチーム作りの基本だと思

います。同じ形の子供を同じように作ってもチームにはな

りません。いろいろな個性を生かして，出っ張りをはめた

り，削ったりしながら，石垣を作るような気持ちでチーム

を作っていきたいと考えてきました。

③サポーターシステム

サポーターシステムというのは，本校独自のシステムで

す。部員に選手を作る役目のサポーターになってもらいます。

大勢の部員が全員「窓際族」になることなく，練習に必

要な人間とするためのシステムで，選手一人にサポーター

と呼ばれる生徒を1～2人つけます。練習において選手は

サポーターの指示に従い，協同して技術向上に努めるよう

にし，サポーターは監督に準じた権限を持ちます。サポー

ター同士で横の繁りを持ち，情報交換したり勉強しあった

りします。

部員が40名もいれば，上級生になっても選手になれない

のが当然出てきます。そういう子たちが，部活に興味がな

くなってしまい，場合によっては足を引っ張ってしまうと

いう時期がありました。

選手の同級生か，上級生をサポーターにつけます。その選

手がうまくなれば，サポーターの子たちを誉めてあげます。

選手が伸び悩んでいれば，その子たちにアドバイスをする。

コートの中での居場所，責任感を持たせるわけです。横

のつながりを持って，サポーター同士でお互いに話をする

わけです。いいサポーターは格上げし，悪いサポーターは

格下げしてしまいます。そういうことをすると，そのサポ

ーターの子たちは，一生懸命に教えかたなどを勉強します。

選手はサポーターに絶対服従です。

球拾いしかできないと思って入ってきた子たちが，能力

のある下級生の選手を教える。その選手が上手になって活

躍して，勝てば，また，頑張ろうと思うのです。

子供達は誰でも，その集団に必要だと思われたいのです。

その気持ちをくすぐって大事にしてあげる。サポーターた

ちの多くは地元の企業に就職します。就職してもバレーで

それだけいい選手を作ったという気持ちがありますから，

ずーっと，バレー好きでいられるし，教えかたがうまいわ

けですから，いろいろなところから，教えに来てよといわ

れます。そうすると，また，嬉しいわけです。

チームの強化と，バレーの普及に寄与するシステムにな

っているわけです。

たくさんの先生から，少数精鋭にした方が勝つのは早い

よといわれるのですが，少数精鋭にしてしまえば，このよ

うな摩擦が少なくなってしまい，人間的に成長する場が少

なくなってしまうのです。

「数は力だ」というのが私の考え方です。「数」が，た

とえ負の要素として働いたとしても，その負の要素も人間

を磨く力です。入った子はみんな大事にします。サポータ

ーになった子たちでもほとんどやめません。そういう子た

ちが大事なところで，クラブを支えてくれています。

私も下積みの時代があったので，そういうサポーターの

子たちの気持ちがある程度わかります。レギュラーなんて，

話をしなくても，誉めなくてもやります。うちの40名近い

選手たちの代表ですから。それ以外の子たちがどれだけ頑

張ってくれるか，頑張らせるかです。優勝したり，強かっ

たときは，サポーターの子が頑張ってくれた時で，レギュ

ラーを怒ってくれたりしてくれるぐらいの時は強いです。

逆にどんなにいい選手がいても，サポーターがダメな年

はダメです。その学年の勢いみたいなものがありますね。

(2) チームマネジメント

チームマネジメントに関して，本校の特徴的なことを６

つほどあげてみました。

①選手との接し方（コミュニケーションづくり）

ひとつは，選手と私のコミュニケーションの仕方ですが，

最終的には私の背中を見て，選手たちが判断すればいいと

思っています。言葉とかではなく，生き様を見てもらいた

い。人間，壬生を見て，ついていきたいと考えてもらうの

が一番いいと感じるのです。

クラブを離れたら，自分の時間だという考え方もありま

すし，女子の指導ほどべたべたすることはないとか，いろい

ろな考え方があると思いますが，私は，コミュニケーション

の場を，出来るだけ多く持ちたいと思ってますので，生徒と

一番長く一緒にいるのが自分でありたいと考えています。

ミーティングはものすごく多く持ちます。他のチームが

ダウンを終え，談笑しているようなときでも，うちの選手

は，その試合のビデオを見てミーティングをしています。

勝ち負けどうこうではありません。そういう機会をたくさ

ん持とうという姿勢が，薄紙を張り合わせて厚い紙になる

ような努力になります。

岡谷というチームは，バレーボールセミナーとか，バレ

ーボールシンポジウムなんてことを，チーム内でたくさん

行います。私の話も多いのですが，ビデオを見て分析した

り，自分たちでミーティングしたりということをやるわけ

です。ミーティング力とか，分析力とかは下手な大学生よ

りも能力は高いと思います。そういう能力だけは他のチー
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ムに負けないようにしています。

②寮制度

長野県内でも通えない子たちがたくさんいます。アパー

トでは栄養面とか生活面とか無理だということで，15年ほ

ど前から，自分で家を借りて，そこを改造して子供達を預

かるようになりました。

最初は3, 4人だったのですが，いまや，15人にもなって

しまっています。小さな町ですから，岡谷市の中でも有名

です。それに伴って，周りからも見られますので，生徒の

登下校時の態度とかもしっかりするようになりました。

レギュラーで，自宅から通っているのもいますが，試合

の前，一ヶ月くらいは一緒に生活させます。一緒の空気を

吸って，一緒に飯を食って，一緒に話す中で，強さを生み

出す。コミュニケーションを生むなんて，そんな生やさし

いものではありません。そういう生活の場から，同じ方向

を向く場として，寮を活用しています。

③試合数をこなす

バレーは経験の競技です，より多く，より質の高いゲー

ムをこなすことが大切ですから，試合数をこなすようにし

ています。岡谷というところは，関東に出るのも２時間，

東海でも２時間半，関西に出るのも４時間です。いろいろ

なバレーとやる機会ができ，いろいろなバレーを吸収でき

る環境にあります。

練習相手も高校生だけではなくて，大学とか実業団とか

ともやります。高校生に勝てればいいというレベルではな

くて，大学とか実業団とやってもらって，背伸びして一生

懸命上手になることで，高校生のレベルを超えて強くなっ

ているという状態を目指しています。

そういうやり方で取り組ませて，たとえ，消化不良をお

こしたとしても，栄養として身になっていく部分の方が大

きいというのが私の発想です。

大学や実業団には，大変お世話になっています。お世話

になるかわりに，そのパイプラインを通じて，選手でお返

しするとか，できることでお返しするということを考えて

います。

④栄養指導とメディカルケア

日本のスポーツで一番遅れていた部分です。

勝負に勝たせるために必死で練習させる。障害が生じた

ら，障害が生じたやつをはじいて，他のやつを入れる，そ

ういう感覚でやってきた。

メディカルケアに関しては，まず，それを大事だと思う

意識から始めなければなりません。大事だと思えば，出来る

ことから始める。親しい整形外科を持つとか，トレーナーを

派遣してもらうとか，出来る範囲からでいいのです。行動を

起こさないとこの面での弱さは消すことが出来ません。

うちのチームではトレーナーにお願いして，月に１度，

来ていただいて，個人のメニューを作ってもらったり，心

のケアをしてもらったりしています。

栄養指導については，練習と違って目に見えないため，

ないがしろにしていることが多い。むしろ，目に見えない

からこそ大事なのです。

寮生に関しては，今，日本で一番しっかりとやっている

と思います。食事面の負けはありませんから，改善すべき

チェック欄から消せます。毎日のことだから大事です。

コーラだとか，炭酸だとかを摂取するなといいます。最

初のうちは，陰に隠れて飲んだりもしているでしょう。先

ほどもいいましたように，管理されているうちはダメです。

意識が変わって，俺たちが勝つために必要だとなってくれ

ば，何もいわなくても，目の前にコーラがあっても，飲ま

なくなります。

栄養指導というのは，毎日毎日の積み重ねが勝負だから，

すぐに出来るものではないので，根気強さが大事になって

きます。毎日，折に触れて，話をして，栄養講習会も半期

に１回くらい行う。自覚を持ってもらうために，また，親

も一緒に行います。

⑤進路選択のゾーン拡大とその保証

監督の仕事はトンネルづくりと同じだと考えています。

トンネルには入り口と真ん中と出口があります。

入り口はスカウティング，真ん中が指導・育成，出口が

進路保障にあたります。多くの先生がスカウティングと指

導は一生懸命やります。だけど，進路に関しては「勉強し

て大学行け」とか，「自分で就職探せ」という先生もいら

っしゃいます。進路の面倒を見るのは一番大変です。私た

ちみたいな体育の人間は，生徒を作るところは一生懸命や

るんだけど，その後の政治の部分がとても弱い。

大学も，４年後にそこに行った生徒がどうなるかという

視点がなければダメだと思うんです。工業系の大学，体育

系の大学，一般学部，あるいは福祉系，いろんな学校の先

生とおつきあいただいて，岡谷の生徒をとってあげてもい

いよといってもらえるように，パイプづくりをやってきま

した。ここ10年くらいの大きな仕事でした。幸い，送った

生徒たちがそれぞれの大学で頑張ってくれていますので，

今の現役の生徒たちは間口が広がって，お世話できるよう

になりました。

これが出来て初めて監督として一人前だと思います。

⑥多くのラインづくりに努める（パイプラインの確立）

中学，高校，大学など，それぞれのところに仲間の輪を

作り拡大するということです。私たちの世界は，生命共同

体みたいな所がありますから，自分だけ勝てればいいので

はなくて，自分が勝つために協力いただいたかたには返す，

同じ高校レベルでも勝って嬉しいといってくれる人がいれ

ば，仲間づくりをする。ということがこの世界で頑張って

いくために必要なことだと考えています。

(3) 練習およびトレーニング

①スケジュール　　　　　　　

時間的には、他の学校とあまり差はないと思います。16

時から19時くらいの練習です。



公式戦のない土日はほとんど練習試合，ゲームです。練

習ゲームはテストマッチ，チェック期間です。練習ゲーム

では，勝ち負けとか，何点とったかなんていうのは関係な

いです。そのあとの部分，「計画・実行・評価」の評価の

部分が大切です。評価の部分を自分たちで考えたり，先生

が与えたりする。その上で，さらに，計画，実行という部

分に戻ってくる。というのが，火水木金の練習です。

選手たちがゲームを経験して，いろいろ考えたことを出

来るだけ自主的にやってもらう。木・金は私がメニューを

与えて行わせる。それがゲームの反省に基づいて行われる

ということです。

体力トレーニングは毎日の練習時間に組み込む形（主練

習の前か後に，45～60分程度）で，練習の一部と位置づけ

ています。「練習の前やあとにやっておけ」だと，生徒の

意識が違ってしまって，トレーニングの質が落ちます。

「トレーニングを練習の一環だ」と組み込んでやるようにな

ってから，ずいぶん身体づくりも出来るようになりました。

今の年間スケジュールだと，シーズンオフがないので，

年間を通じて，毎日30分から45分はトレーニングに時間を割

きます。トレーニングメニューは，月に一回，トレーナーに

測定してもらい，個人のメニューを作るようにしています。

②工夫と徹底

相反するこの２つの要素が練習の場でとても重要です。

バランスは監督の感性です。どのくらいの割合を選手に任

せた自主的な工夫練習にするか，どのくらいを徹底練習に

するかは，何が正しくて，何が間違っているかということ

はありません。監督が自分の中で試行錯誤を重ねていくし

かないと考えています。

③「記録」の活用の重要性．

「自己の記録やノートや日誌を大切に考えて，活用する」

ということもも体育人の苦手なことの一つで，記録をうま

く活用できない。

記録・データというのをものすごく大事にします。自分

が岡谷工業に赴任して以来，現在までの21年間，練習日誌

だけは欠かさずつけています。何時から何時までどんな練

習をしたという記録だけではなくて，選手の顔色だとか，

感情，自分の体調などを書き込んでいます。

これが何に生きるかという明確なものがあるわけではな

いのですが，たまに引き出して読みます。

練習は生き物です。生徒，人間がやる以上，メニューど

おりにこなせばいいというものではありません。どこで，

どのように練習メニューを変えるか，何を話すか，監督の

腕の見せ所で，それを感じる感性を持てない監督は，どん

なにいい選手を持っても，なかなかチームが伸びません。

うちは練習で作ってきたチームですから，練習に対して

は，ものすごく神経を配ります。練習好きな子なんていま

せんけど，いい意味で練習好きな子にします。調子のいい

日もあれば，悪い日もある。「今日，これやりたい」とか

そういう思いで練習に出てこられるような，そういうメニ

ューを作ったり，形を作ったり工夫します。

その日の練習の活力を，練習の中で知覚して，記録する

ことで具体的なものにして，次の練習の中にもどして取り

込んでいく。そういうことが大切なのではと思います。

【バレーボールの特性】

①確率のスポーツである。

まぐれとか，ラッキーとか，そういったものが勝負を決

するということが，比較的ないスポーツ。強いものがいれ

ば，確率で勝つ。確率のあるプレーを高めていく方が強い。

確率をとても重んじます。データとして出てきた確率も，

もちろん大事です。30%の決定率よりも，80%の方が上で

しょう。

現場の確率は監督が自分で見なければなりません。80%

の決定率でも，ここ１本に弱い選手もいます。80%の決定

率にごまかされてはダメです。数字の確率と感覚の確率の

両方が大切です。

確率のスポーツだということを理解して，ものをいえる

かどうかというのが指導者にとって大切です。

②ネットをはさんで行う競技なだけに対応力が重要

バレーボールの技術の中で，チームの強さを考えるとき，

最も勝負を左右するのは対応力です。対応力といってもい

ろいろな要素がありますが，対応力の高いチームが勝つ。

対応力の低いチームはどんなにいいバレーをしても，勝ち

抜いていけません。

相手に対応する力をつけることがチーム練習のメインで

す。よく，監督が「相手は関係ないんだ。自分たちのバレ

ーをすれば勝てる。自分たちのことをしっかりやればいい

んだ。」といわれますが，相手がいて，相手に勝つために

やっているのですから，相手を上まわらなければダメです。

相手を見抜いて，相手に対応するバレーをするのが勝つ

一番の近道です。自分たちのチームのことだけやっていて

もダメです。相手に対応する選手を作って，相手に対応す

る作戦を立てなければなりません。相手が速攻のチームな

らば，それに対応できるバレー，相手がサーブの良いチー

ムならば，それに対応できるバレー，いくつものバリエー

ションを持っていなければ対応できません。それを相手に

応じて，使い分けるのです。
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・休養日（月） 練習試合のレポート提出，ミーティング

・練習（火～金） 選手の自主的な練習日＝火，水

監督からの指示練習日＝木，金

・練習試合（土，日）

・練習の場における「話し合い」の時間を大切にする

・「工夫」とは，選手が自主的に生み出すもの

「徹底」とは，基礎，基本，約束事など監督から与えられる

もの

・その使い分けに配慮する（場間配分％の決定と実施）



内外の研究動向 後藤他：高校トップチームのチームマネジメント
－壬生義史氏の指導法（2001年度第１回研究集会）44

究極的に一番望ましいのは，アメリカンフットボールみ

たいに，タイプAのチームには，タイプAの選手を６人とい

うように使い分ければいいのですが，それは出来ないだろう

から，一人にいろいろなことをやらせます。すごい選手を作

ることも大切なことですが，相手に対応して，いろいろなタ

イプのことを出来る選手を作ることはもっと大切です。

そういう練習を，ふだんの練習の中でたくさんやっておき

ます。AB戦なんてやるよりも，そういう練習をやる方が，

よっぽどチーム練習になります。バレーボールって，対応力

があって，変幻自在なチームが一番強いかなと考えています。

③経験のスポーツ

バレーボールは経験のスポーツです。どんなに素質があ

っても，どんなに高い能力を持っていても，残念ながら経

験値で負けることがあります。

経験値というのは，ジャンプ力とか，スピードのように

メジャーで測れません。どう評価するかというのは監督次

第です。身長が劣っていても，多少ジャンプ力がなくても，

経験値を高く評価して，チームの中に加える監督もいれば，

そういうことをあまり評価しない監督もいます。

経験のスポーツですから，少しでもそういう経験を積ま

せることが大切です。経験の浅い子には，少しでも触球回

数を増やす工夫が大切です。３人でパスをやれば，３回に

１回しかまわってこない。２人でやれば，２回に１回です。

１人でやれば，ずっと触れる。単純な発想ですが，下手な

子とか，これからの大きな子には，少しでもボールに触れ

させる工夫が大切です。

ボールに触れれば触れるほど，経験値は間違いなく上が

ります。その経験値をどう評価して，どう活かすかという

のは監督に委ねられているわけです。

【練習法・戦術・戦法面について】

①日々の練習の見直しと改善の必要性

1) ウォーミングアップのとらえ方と考え方の変革

日本のウォーミングアップは画一的すぎて，ウォーミン

グアップの要をなしていない。ボールを使った練習に直結

したウォーミングアップが望ましい。

個人差をつけなければならない。必要性も個人によって

違ってくるし，やり方も個人によって違っていい。総合練

習の開始時間さえ決めれば，練習の開始時間はどうでもい

いというぐらいに考えてもいい。必要な選手は長くやるだ

ろうし，暑い日，寒い日によって違えてもいい。

日本のチームを見ていると，トップチームであるはずの

企業チームでさえ，「はい，始めます」って，同じように

走って，ストレッチやってという光景をよく見ます。そう

いうのでホントにいいのだろうかと常々考えています。

2) 日本式練習法とアメリカ式練習法の比較

日本の練習はパート練習・個別練習を組み合わせていっ

て，ゲーム練習をして終わるというパターンが多いと思い

ます。ところがアメリカでは，まずゲーム，そのゲームで

問題になった部分の練習をその後に行う。日本式と全く逆

ですね。どちらがいいのかという議論はともかくとして，

時期によって，その両方を使い分けられればいいかと考え

ています。

3) 練習メニュー立案時の留意点

今の子供達は，一つのことを長くやったり，納得できな

いことをやったりというのは，あまり得意ではありません。

ですから，ある技術を習得させるにしても方法はたくさん

あった方がいい。それらをその時に応じて使い分ける必要

があります。短時間で効率的に集中して，いろいろな方法

で練習をする。でも，向かっていく方向は一つというのが

大切だと思います。

それからメイン練習，その日に一番やりたい練習は，練

習の前半に持ってくる。根性をつけるとか，精神力を養う

とかならばいいのですが，何かを修得させるための練習で

あれば，神経が覚醒していて，内容がしっかりと理解でき，

実践できる時間帯に取り入れた方がいい。

ゲーム場面の想定ということに関しては，ゲーム中の状

況をいつも喚起させるために，ビデオをすぐ手元に置いて

おく。あるいは，練習場のすぐ横にビデオ室を用意してお

く。なんでこの練習をやるのかを説明するときに，ビデオ

のワンシーンを見せて行う工夫が必要です。

また，練習の中で自由にビデオを見られるようにしてお

きます。必要であれば，フォームを撮影するのも良し，ゲ

ームのビデオを見るのも良しです。

教える割合，自分で考える割合は，実際には６：４ぐら

いでしょうか。高校でそこまでいけば十分ですが，なかな

かそこまではいきません。ただ，そういう姿勢は大切で，

やらされているのではなく，自分たちで考えてやっている

んだという意識はなければなりません。

4) 計画－実行－評価のサイクルの確立

練習試合において「評価」の部分をしっかり考えられれ

ば，練習試合の価値ももっとあがると思います。

私は固定概念というのを持たないようにしようと考えて

います。自分はこういうバレーをしたいと思っていても，

選手の個性があります。逆に，選手の個性を見て，バレー

を変えられる指導者のほうが上だと思うのです。

ポジション配置についても柔軟性があったほうがいいと

思います。私が一番大事にしているのが，サーブ力，サー

ブレシーブ力です。この二つでポジションを決めます。そ

のほかのことは２番目３番目に考えます。サーブ・サーブ

レシーブで主導権がとれれば，バレーボールというのはあ

る程度勝てるのではないでしょうか。

3. 岡谷工業高校の指導と
スポーツ集団のマネジメント

岡谷工業高校では「チームは組織だ」という発想による

様々な工夫がなされている。チームが組織であるという発

想が，成果を上げるための組織のマネジメントの必要性を



重視することにつながっているのであろう。

「チームを強くする」という目標は，一般社会の組織に

おける，成果を上げることと同じである。

組織成果を上げるためにどのようなマネジメントを行え

ばいいのか。成果を上げるために最も重要なのはメンバー

の意欲だといわれる。つまり，組織のマネジメントは，そ

のメンバーの意欲のマネジメントそのものである。

永田らは，「スポーツ集団は，同じ目的や目標を達成す

るためにメンバーの関係を意識的に調整し，その活動を目

指している方向に向かわせるために存在し，①共通の目的

や目標，②協力に対する積極的な意志，③コミュニケーシ

ョンをとる，などの条件が不可欠である」と述べている。

岡谷工業高校では，この３つの条件を満たすための方策が

とられている。

組織が目標を達成するためには，そのための役割分担，

「仕組みづくり」が重要である。一般的に，高校生チーム

においては，指導者が監督であり，コーチであり，マネー

ジャー，トレーナー，場合によっては，カウンセラー，ド

クターの役割までもこなしていることも少なくない。「仕

組みづくり」をするために，コーチを置き，マネージャー

を育成するということは多くのチームで行われているが，

岡谷工業高校ではサポーターシステムという独特のシステ

ムを構築している。

このサポーターシステムは，多数所属する部員の，居場

所を作り，目的意識を向上させ，コミュニケーションを増

やす役割を担っており，大人数であっても不要なメンバー

を作らない「仕組みづくり」であるとともに３つの条件を

満たすために寄与するシステムとなっている。

岡谷工業のチームマネジメントは，意欲のマネジメント

である。いかにして，チームや指導者に選手を同一化させ，

さらに，選手個々の目標を持たせながら，日常の活動（練

習）を充実させていくか，「意識改革」というキーワード

もいかに意欲を高めるかということに他ならない。

また，指導者の「勝利を生むサイクルの概念図」は，指

導者がいかに意欲を高めながらチームマネジメントしてい

くのかという過程であるが，この概念が期待メカニズムそ

のものでもある。

「指導者の情熱・熱意が，選手への愛情に」という「意

欲」が，「愛情が，研究すること，工夫すること，実践す

ること」という「日常的な活動」の質を高め，「進歩・向

上・勝利・優勝に結びつき，その結果，感動・喜び・反省

が生まれる」という「成果」が，「自分自身が人間的に成

長する」という「内的報酬」をもたらし，それが新たな

「期待」生み出すことで，次の「意欲」につながっている。

「このサイクルが繰り返されて，強くなっていく」と述べ

られているように，努力によってもたらされた「成果」が，

次へのより大きな「期待」につながり，より大きな「意欲」

が生まれる。

【同一化メカニズムに対するマネジメント】

同一化によって意欲が高まるためには，「組織と同一化

している」「対象が高い目標指向性を持つ」の２つの条件

が満たされていなければならない。

1) チームと指導者の大きな目標

岡谷工業高校というチーム，壬生氏の目標は，いうまで

もなく，「日本一」であり，実際に実現可能な目標でもあ

る。そういうチームの一員として所属したいという強い欲

求をメンバーが持つことで，メンバーが同じ目標を認知す

る同一化メカニズムが働き，意欲が高まる。

2) 寮における共同生活

合宿などによって，チームや仲間に対する同一化が高ま

るケースは多々見られる。岡谷工業では常に，共同生活を

し，コミュニケーションをとっている。壬生氏も自分の全

てをさらけ出し，表の顔だけではない「人間・壬生義文」

を見せることで，指導者に対しての強烈な同一化を生み出

しているといえよう。

3) ミーティングによるコミュニケーション

いろいろな場面におけるミーティングは，期待メカニズ

ムに有効であるとともに，指導者の考えていること，チー

ムの考えていることの理解につながり，指導者やチームへ

の同一化をもたらす。

【期待メカニズムに対するマネジメント】

意欲（モチベーション）は，個々の選手が期待を抱く

様々な要因・過程によって喚起される。

努力によってパフォーマンスがあがるかもしれないとい

う期待，パフォーマンスがあがることで選手に選ばれるか

もしれない，チームに役立つかもしれない，誉められるか

もしれない，自分自身が成長感を感じられるかもしれない，

等の便益が得られるかもしれないという期待，様々な便益
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同一化モチベーションを左右する環境情報

1. 指導者

指導者が信頼できるか，指導者の目標指向性が高いか？

2. チーム

所属するチームの一員であることに誇りがもてるか，かつ，

所属するチームの目標指向性が高いか？

・意欲を高めるメカニズム

「期待メカニズム」と「同一化メカニズム」

期待メカニズムとは，「自分が頑張ることで，何らかの報酬が

得られるかもしれないという期待が意欲につながる」というも

ので，報酬とは，まわりからの評価，選手選抜などの他から得

られるものと，達成感，能力発揮感，能力成長感などの自分自

身の内側から得られるものがある。

同一化メカニズムとは，メンバーが，リーダー（指揮官），チ

ーム，自分の仲間に対して，「同一視・一体視」する心理現象で，

同一化の対象の目標や，価値観を自分のものとするメカニズム

である。
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を得ることで満足できるかもしれないという期待，これら

の期待は，経験によってフィードバックされる。

期待メカニズムによるマネジメントで最も重要なのは

「日常的な活動」に満足できるかどうかである。「日常的な

活動」における達成感，成長感，自律性維持感が，意欲，

やりがいにつながる。

岡谷工業の指導方法には，選手が「日常的な活動」に意欲

を持ってとり組むことができるような様々な工夫がみられる。

1) サポーターシステム（適材適所への人材配置）

チームへの同一化をもたらすサポーターシステムは，

個々のメンバーのすべきことを明確にすることで，具体的な

目標を設定し，サポーターが選手を育てることやサポーター

間の情報交換などは，自律性を育てることに寄与している。

一般的に競技的チームでは，試合に出ることで報酬を得

ている。逆に試合に出られないだろうというマイナスの期

待は意欲を減少させるが，自ら選手を育て，チームに貢献

することで，チームの勝利がサポーターの報酬となり，意

欲につながる。

「具体的な目標」「自律性」「サポーターとしての報酬」，

「サポーターへの権限の委任（達成感・成長感）」が期待メ

カニズムに寄与していると推測される。

2) ミーティング

岡谷工業では，指導者が一方的にすべきことを指示する

のではなく，選手自身に考えさせ，工夫させながら練習を

する機会を数多く与えている。選手の自律性を重視するこ

とは，普段の活動から，満足をえる機会につながり，それ

が意欲につながる。

3) マネジメントサイクル

岡谷工業のチームマネジメントでは，常に計画（plan），

実行（do），評価（see）を意識させている。これは組織を

マネジメントするうえでの基本的な進め方であり，しっか

りとした自己評価をすることで，新たな課題を発見できる。

岡谷工業では，このマネジメントサイクルを週末の練習

試合を軸に，選手同士，選手と指導者間でのミーティング

を繰り返しながら行っている。

そのため，日常的な練習での課題，目標が明確になりや

すく，意欲を持って取り組みやすい環境が作られている。

【選手の意識改革】

練習内容を自分たちで考えるなどの自律性を重視するモ

チベーションメカニズムがスムーズに機能するためには，

メンバーの成熟度が必要不可欠である。

一般的に，成熟度の低い集団は同一化メカニズムを中心

に，成熟度が高くなるにつれて，期待メカニズムが，より

高い意欲を生むようになるといわれる。

成熟度とは，自己実現や自律欲求など高いレベルの欲求

を持つことであり，「まず何よりも入ってくる選手の意識

改革」を重視する壬生氏の指導理念が，成熟度の高い選手

を育て，それが土台となって，岡谷工業の様々なチームマ

ネジメントが高い意欲を生むことにつながっている。

「I must」から「I want」と変わっていく過程は，選手

の成熟過程そのものである。

【日本型スポーツ集団のマネジメントと

岡谷工業高校のマネジメント】

従来の日本型スポーツ集団のマネジメントは，同一化メ

カニズムに重点が置かれている。

まずはじめにチームありきで，勝利至上主義，レギュラ

ー中心の練習に終始する，チームのために犠牲になること

を強要するなど，レギュラー以外の選手が日常的な活動か

らは意欲を生み出しにくいマネジメントである。

「チームのために」という大義名分の元，個々の選手の

意欲の維持を同一化メカニズムに頼り切るマネジメントで

ある。チームの目標が全てで，個人の目標・目的，さらに

は意欲を喚起する過程をおざなりになる傾向がある。

短期間で，成熟度の低い集団を引っ張っていくときには，

それなりの効果も得られる手法のひとつではあるが，選手

の内側からわき出す期待メカニズムを抑えてしまうような

マネジメントでは，選手はやがて意欲を失ってしまう。

意欲を高いレベルで維持するためには，選手とチームの

目標を，いかに統合していくのかが重要であり，壬生氏は

岡谷工業高校のチームマネジメントを実践する中で示して

いるといえよう。
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